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1はじめに
　大阪市立大学の前身である大阪商科大学が大阪市住吉区杉本町に場所を定めてより、2014





















─」『大阪市立大学生活科学部紀要』第 48 巻 （2000 年）。
　（2）　小池志保子「大阪市立大学昭和初期モダニズム学舎群の造形」『大阪市立大学史紀要』第 5 号（2012
年）。











第 1 ～ 3 期の工事と付帯工事という工期と、その他工事を加えて建設が進められ、1935（昭
和 10）年 2 月にすべての工事が完了している。その中で予科・高商部暖房汽罐室は第 2 期工
事の 1933（昭和 8）年 3 月に、そして学部暖房汽罐室は第 3 期工事の 1934（昭和 9）年 7 月
において竣工している。両暖房汽罐室の建設位置は図 1 に示す通りである。学部暖房汽罐室は、

















　（4）　1928（昭和 3）年 1 月の勅令第 7 号による大学令改正により、同年 3 月より大阪商科大学が創立した。
市立高等商業学校は商大高商部となり、大学予科と本来商学部に相当する商大学部が設置された。杉
本学舎へは 1933（昭和 8）年 3 月に茶臼山の仮校舎から予科と烏ヶ辻学舎から高商部が移転し、1934（昭




















建築面積 252 ㎡ 293 ㎡
工　　費 1 万 7,204 円 2 万 697 円
設　　計 大阪市土木部建築課 同左（製図：本多正道）
施　　工 株式会社鹿島組 同左
状　　態 1976（昭和 51）年解体 現存

















た。現在でいえば第 1 体育館北隣、全学共通教育棟（8 号館）東端あたりである。外観につい












年 12 月 17 日に陸軍第 4 師団の師団長であった東久邇宮稔彦親王が、大阪商科大学教練査閲を視察の
ため来校していた。その折に撮影された記念写真をまとめたものが、この写真アルバムであることが
判明した。以上の出所は『大阪商科大学学報』89 ～ 148 号（1934 ～ 1935 年）より第 101 号（1934
年 12 月 5 日）と第 103 号（1934 年 12 月 19 日）である。





とした。本資料の作成年は占領軍から学舎が返還された 1952（昭和 27）年と 1955（昭和 30）年以
降に集中している。調書には「JPNR4455　大阪市立大学」と調査対象物件名を記していたが、田中
ひとみ「占領軍による大阪市不動産の接収－大阪商科大学等のミリタリー・ターゲット指定問題を中
心として－」『大阪市立大学史紀要』第 1 号 （2008 年）21 頁によれば、この「JPNR4455」は占領軍
からの調達要求の番号である。1951（昭和 26）年 4 月 1 日付で発出されている。
大阪商科大学・大阪市立大学における暖房汽罐室の変遷 5
 （注）2 － 1：「東久邇宮殿下台臨記念（写真アルバム）」より。暖房汽罐室左横に見えるのが体育館（現・
第一体育館）で、その奥に見える建物が高商部校舎（旧・三号館）である。2 － 2：雑誌『新建築』




図 2　予科・高商部暖房汽罐室の全体写真（1933 ～ 1934 年）
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ボイラ A は戦前期において商科大学に設置されていたヒノデボイラであり、ボイラ B はタク
マ式つねきちボイラ A-103 型というものであった。図 4 は学舎返還後に撮影された予科・高
商部暖房汽罐室の写真である。図 4・4－A の南面写真の左端に見える建物が給水ボイラタン
クの小屋である。図 4・4－B の東面写真において、側壁に沿って配置された煙道は、つねきち
ボイラ専用に新設されたものである。図 4・4 － C の西面写真を図 2・2 － 2 の雑誌『新建築』
にあった写真と比較すると、戦前期と接収期の違いが確認できる。図 4・4 － E は石炭庫屋上
に新設された増築物を内部から撮影した写真だが、「壁の円型はスチールサ
（ マ マ ）
ッシュ滅失、壁新
設を示す。床の円型は石炭投入口、蓋滅失、コンクリート床新設。」と添え書きがあった。こ













































































































































































































































































































































































































4 －補：図 4 － A ～ F が撮影された場所を示した平面図
図 4　占領軍接収解除後の予科・高商部暖房汽罐室の写真と撮影ポイント
（注）4 － A ～ F：大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」に収められていた写





















設計図によれば建物の大きさは南北 15.0m・東西 20.0m・高さ 9.6m（石炭庫と宿直室のある空
間の高さは 4.8m）である。内部の南側の一部には地下室が設けられており、その大きさは南





























































































































































































































































































































































①汽罐室内部平面図　②汽罐室屋上平面図　A と B. ボイラ（B&W ボイラ）　C. ボイラ（つねきちボイラ）
D. 石炭庫　E. スロープ　F. 宿直室　G. 煙道　H. 貯炭場　I. 給水ボイラタンク室　J. 給水ボイラタンク
図 6　接収期に改修された学部暖房汽罐室の平面図（1952 年）
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」にある「汽罐室平面図」より。図の左側が北方向となる。





（注）7 － 1：「田中記念館から寄贈された写真資料」より。写真資料には昭和 34 年 2 月と添え書きがあっ
た。学部暖房汽罐室は写真右端の煙突のある建物である。暖房汽罐室の左下に学部本館（現・一号館）、
左横のＬ字形にみえる建物が経済研究所、さらに左に行くと、書庫と図書館（現・学生サポートセン





7 － 2：学部暖房汽罐室の拡大写真 7 － 3：高商部校舎から見える学部暖房汽罐室
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　学舎返還後はボイラ暖房設備の廃止に伴い、旧「学部暖房汽罐室」は倉庫として転用された。
そしてある出来事が契機となって再改修されて現在の第 4 合同部室となった。1970（昭和 45）
年 3 月 3 日、木造トタン葺き平屋建であった当時の第 2 部サークルボックスが焼失するとい
う出来事があった（11）。その焼失した第 2 部サークルボックスの代替施設として、旧学部暖房
汽罐室が第 4 合同部室として再利用されることになったのである。再び改修工事を経て 1971








工務所である。延面積 471 ㎡、鉄筋コンクリート 2 階建、部屋数 16 室、工
費は 986 万円を要した。主な改修内容は、内部に 2 階部分の増築、煙突およびスロープの撤
去、外壁塗装などである。内部は鉄骨を組み上げて 2 階構造とし、図 8・8 －補にあるように















（11）　『朝日新聞』「入試中に出火 大阪市大」1970 年 3 月 5 日朝刊より。
（12）　この頃に第 2 学生ホールと第 3 合同部室も同じく竣工している。旧・第 2 部サークルボックスは第
2 学生ホールの場所に存在していた。『大阪市立大学百年史』全学編上巻 588 頁を参照。
大阪商科大学・大阪市立大学における暖房汽罐室の変遷 15
8 －補：第 4 合同部室 1 階・2 階平面図（図 8 － A ～ I の写真を撮影した場所を筆者が加筆。）
図 8　現在の第 4 合同部室の平面図および外観と内部の写真
（注）8 － A ～ I：2013 ～ 2014 年にかけて筆者が建物を撮影した写真。8 － C では東面上部の円窓群が見





8 － D：1 階内部
8 － G：2 階内部・東側壁面
8 － B：北西方向
8 － E：2 階内部
8 － H：2 階部室の内部（04B03 室）
8 － C：南東方向
8 － F：建物天井部














































4024 号分解其ノ一・同組立図」である。これによるとヒノデボイラ第 4024 号は、長さ 6,730mm、
高さ 3,075mm、幅 2,890mm という寸法で、常用圧力 7kg/ ㎠、試験圧力 12kg/ ㎠である。決
裁欄の設計年月を見ると、分解其ノ一では昭和 9 年 5 月、組立図では昭和 9 年 6 月と記され










記録が残されており、そこには、1934（昭和 9）年 8 月 30 日に「ヒノデ番号 4024 の製作番
号 804」の 1 基を納入したと記されている。他にヒノデボイラを数基納入したのではないかと
推測していたが、納入実績帳ではこの 1 基の記録のみしか得ることができなかった。そして
「ヒノデ番号 4024」が示す意味であるが、これはヒノデボイラの寸法別を示す汽罐番号である。
ヒノデボイラには数種類のモデルがあり、その中で 4024 号は 4000 型のモデルに当たる。昭
和 15 年頃に発行された大阪高尾鉄工所の「製品要目（カタログ）」には、「ケワニー型ボイラ ・ー
上向通風 4000 型」のモデル写真（図 10・10 － 1）と寸法表が掲載されており、その寸法表
にある汽罐番号 4024 の項目について注目すると、図 9 のヒノデボイラ第 4024 号の両図面に
記載されていた寸法とおおよそ合致していた。この確認調査で明らかになった点は、大阪高尾
鉄工所製ヒノデボイラ上向通風 4000 型モデルのうち、汽罐番号 4024 の 1 基（製造番号 804）
が 1934（昭和 9）年 8 月 30 日に大阪商科大学へ納入されたということである。商科大学では
数基のボイラが設置されていたと十分に考えられることから、さらなる調査の必要性があり、
───────────────────────────────────────────────
（14）　2014 年 6 月 24 日において高尾鉄工所技術部の大塚馨一氏から聞き取り調査を行った。
9 － 2：ヒノデボイラの組立図
図 9　大阪高尾鉄工所製 ヒノデボイラ第 4024 号分解および組立図（1934 年）
（注）大阪調達局「ボイラ所有権に関する資料（一括袋入）」にあった「ヒノデボイラ第 4024 号分解其ノ一」





り込んでいるものが 1 枚だけあった（図 11・11 － 1）。これこそまさしく大阪調達局が所有権
を問い合わせていたヒノデボイラである（これが製造番号 804 のボイラであるとは断言でき
ない）。所有権の確認に伴う処理の結果内容や、そして市立大学におけるボイラ設備の廃止に
より、このヒノデボイラ 4000 型 4024 号はどうなったのかについては、今のところ全く分かっ
10 － 1：ヒノデボイラ 4000 型のモデル写真
11 － 1
10 － 2：ヒノデボイラ 4000 型モデルの概要図
11 － 2
図 10　ヒノデボイラ上向通風 4000 型のモデル写真と概要図
（注）1940（昭和 15）年頃に大阪高尾鉄工所が発行した「製品要目（カタログ）」の 6 頁より転載。昭和
9 年 8 月 30 日に商科大学へ納入された製造番号 804 と同型ボイラである。
図 11　予科・高商部暖房汽罐室内に設置されたヒノデボイラ
（注）11 － 1：大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集　占領軍より返還状況」より。写真右端に写り











































　杉本学舎の接収時代は、米軍占領からおよそ 1 年前に遡る。1943（昭和 18）年 12 月 30 日
に旧日本海軍から学舎の一時収用の要請があり、1944（昭和 19）年 8 月 3 日に海軍への引き
渡しが行なわれた（16）。同年 9 月 1 日には大阪海兵団（17）が駐留を開始し、最終的にはほとんど







だけでも 60 か所以上に上り、その中に商科大学学舎も含まれていた（19）。1945（昭和 20）年


















年史』上巻 177 ～ 220 頁を参照。



















マ式つねきちボイラ A-103 型がそれぞれ 1 基の合計 2 基が据え付けられた（図 12）。このう
ちヒノデボイラには戦前期に設置された屋内外の煙道をそのまま使えたが、つねきちボイラは
ヒノデボイラと異なり燃焼ガスの排出口が反対になるため、内部から東面側壁を伝って外にあ
る煙突に接続するように、つねきちボイラ専用の煙道が新設された。前掲図 4・4 － B の写真
に、その専用煙道が確認でき、図 12 の D の部分に該当する。一方、学部暖房汽罐室では、タ
クマ式つねきちボイラ B-70 型を 1 基、バブコック・アンド・ウィルコックスの水管式ボイラ
を 2 基の合計 3 基が汽罐室内部いっぱいに東西方向に並べて据え付けられていた（図 6・図
13）。つねきちボイラは田熊常吉（現・株式会社タクマの創業者）が発明した水管式の小型ボ
イラである。バブコック・アンド・ウィルコックスとは東洋バブコック（現・バブコック日立）















1 1 1 2
（計 2 基） （計 3 基）
製造メーカー 大阪高尾鉄工所 （田熊汽缶製造） （田熊汽缶製造） 東洋バブコック
仕　　様 煙管式 水管式 水管式 水管式
伝熱面積（㎡） 226 103 70 130
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」と大阪調達局「ボイラ所有権に関する資料（一括袋入）」



























図面右が北方向である。A には「Tsunekichi Boiler B-70」、B と C には「B&W Boiler 130 ㎡」と書




















（注）大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」より。図 3 の K にあたる増築物の
































16 － 1：図 15 の E（浴槽） 16 － 2： 図 15 の F（シャワールーム）
①シャワー室新設平面図　②旧平面図　③ A-A 断面図　④ B-B 断面図　⑤ C-C 断面図　⑥ D-D 断面図　
⑦ C´-C´ 断面図　⑧ B´-B´ 断面図　E. 浴槽　F. シャワールーム
図 15　学部本館の 2・3 階の指導室をシャワー室に改造した図面 
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」の附属図面「本館 2・3 階シャワー室 平面・立面図」より。


















も御礼申し上げたい。また第 4 合同部室は、1971（昭和 46）年から現在までの 43 年間、本
学第 2 部（夜間課程）学生の課外活動の場として使用されてきた。第 2 部は 2010（平成 22）
年度より新規学生の募集停止を行っており、第 2 部サークル数は減少の一途をたどっている。
第 2 部サークルをまとめ上げているⅡ部サークル協議会が解散するのも間近であり、第 2 部
16 － 3：高商部校舎 2 階教室 16 － 4： 高商部校舎 3 階教室
　図 16　杉本学舎の指導室や教室をシャワー室に改造した写真
（注）大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」より。16 － A・B 写真には「学部
本館 2-3 階元指導室」と書かれており、写真集に付属されていた「学部本館写真撮影ヶ所平面図」に
よれば、現・一号館の 12B あるいは 13B の室内を撮影したものと示されている。
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専用であった第 4 合同部室の歴史もいずれ幕を閉じる。今後この建物が、どういった経過を歩




























◦『朝日新聞』「入試中に出火 大阪市大」（1970 年 3 月 5 日朝刊）
◦大阪市立大学『大阪市立大学百年史』全学編上巻（1987 年）
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